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令和8年    第 2 回伊是名村議会定例会 結果一覧

令和 8年第2回伊是名村議会定例会は、6月10日（水）〜11日（木）までの2日間で開催された。
本定例会に提案された議案は27件、うち承認2件、報告1件、同意1件、陳情2件です。一般質問には
2名の議員が登壇し村政について質問した。結果は次の通りです。

議案番号 件　　　名 議案等の内容 審議結果

承認第1号
専決処分の承認を求めることについて
（伊是名村税条例の一部を改正する条例）

伊是名村税条例の一部改正 承認

承認第2号
専決処分の承認を求めることについて
（伊是名村国民健康保険税条例の一部を
改正する条例）

伊是名村国民健康保険税条例の一部改正 承認

報告第2号
令和 7年度伊是名村一般会計繰越明許
費繰越計算書の報告について

令和 7年度伊是名村一般会計における 17
事業の繰越要因とその計算書の報告 報告

議案第34号
伊是名村定住促進住宅条例の一部を改
正する条例

定住促進住宅諸見1号棟の建築工事完成に伴う
施設の名称及び位置を定める条例の一部改正 原案可決

議案第35号
令和 8年度伊是名村一般会計補正予算
（1号）

34,558千円追加し、歳入歳出それぞれ
3,898,727千円とする。 原案可決

議案第36号
令和 8年度伊是名村港湾整備事業特別
会計補正予算（1号）

3,560千円を追加し、歳入歳出それぞれ
13,650千円とする。 原案可決

議案第37号
令和 8年度伊是名村船舶運航事業特別
会計補正予算（1号）

16,643千円を追加し、歳入歳出それぞれ
519,403千円とする。 原案可決

議案第38号
令和 8年度伊是名村簡易水道事業会計
補正予算（1号）

（収益的収入及び支出）
簡易水道事業収益1,909千円追加し、合計
150,137千円とする。
簡易水道事業費用 859 千円追加し、合計
93,015千円とする。
（資本的収入及び支出）
資本的支出 1,050 千 円 追 加し、合計
190,433千円とする。

原案可決

議案第39号
工事請負契約について
（伊是名東部地区 71号農道橋更新整備
工事（R8））

目的：�伊是名東部地区 71 号農道橋更新整
備工事（R8）

契約の方法：随意契約
契約金額：99,000,000円
相手方：株式会社  高宝建設
　　　　代表取締役  高良 泰司

原案可決

議案第40号
物品購入契約について
（GIGAスクール第2期学習者用端末
（タブレット）購入）

目的：GIGAスクール第2期学習者用端末
　　　（タブレット）購入
契約の方法：随意契約
契約金額：8,856,012円
相手方：OCC・興洋電子・
　　　　学映システム共同企業体

原案可決

議案第41号
指定管理者の指定について
（伊是名区ふるさとの村宿泊交流施設）

代表者：伊是名区  区長  伊佐川 正雄
指定期間：令和8年 7月 1日から
　　　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第42号
指定管理者の指定について
（仲田地区農村総合管理施設）

代表者：仲田区  区長  東江 克伸
指定期間：令和8年 7月 1日から
　　　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決
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議案第43号
指定管理者の指定について
（諸見地区交流促進センター）

代表者：諸見区  区長  上里 圭一
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第44号
指定管理者の指定について
（内花区地域活動拠点活性化施設）

代表者：内花区  区長  神里 五月
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第45号
指定管理者の指定について
（勢理客区ふるさとの村宿泊交流施設）

代表者：勢理客区  区長  末吉 實好
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第46号
指定管理者の指定について
（伊是名区農村公園）

指定管理者となる団体：伊是名区
代表者：区長  伊佐川 正雄
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第47号
指定管理者の指定について
（仲田区農村公園）

指定管理者となる団体：仲田区
代表者：区長  東江 克伸
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第48号
指定管理者の指定について
（諸見区農村公園）

指定管理者となる団体：諸見区
代表者：区長  上里 圭一
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第49号
指定管理者の指定について
（内花区農村公園）

指定管理者となる団体：内花区
代表者：区長  神里 五月
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第50号
指定管理者の指定について
（勢理客区農村公園）

指定管理者となる団体：勢理客区
代表者：区長  末吉 實好
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第51号
指定管理者の指定について
（伊是名村体験交流観光連携施設）

指定管理者となる団体：伊是名村商工会
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 6月 30日まで

原案可決

議案第52号
指定管理者の指定について
（定住促進住宅諸見1号棟）

指定管理者となる団体：諸見区
代表者：区長  上里 圭一
期間：令和8年 7月 1日から
　　　令和13年 3月 31日まで

原案可決

議案第53号
指定管理者の指定について（追認）
（伊是名村特産品（モズク）
最終選別施設）

指定管理者となる団体：伊是名漁業協同組合
代表者：代表理事組合長  伊禮 米市
期間：令和5年 4月 1日から
　　　令和14年 3月 31日まで

原案可決

議案第54号
指定管理者の指定について（追認）
（定住促進住宅内花1号棟及び2号棟）

指定管理者となる団体：内花区
代表者：区長  神里 五月
期間：令和7年 4月 1日から
　　　令和13年 3月 31日まで

原案可決

同意第5号 監査委員の選任について 上原 長良 同意

陳情第1号
島産品奨励及び地元企業優先使用につ
いて（要請）

地元産品・地元企業優先使用と啓蒙啓発 採択

陳情第2号 県産品の優先使用について（陳情） 県産品の啓蒙啓発 採択
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議会の動き

   令和8年6月

8日（月）　  議会運営委員会
9日（火）　  令和8年度伊是名村教育懇談会（議長）
10日（水）　  第2回定例会（～6月11日（木））
18日（木）　  名桜大学「新旧理事長・学長」離任・就

任激励会（議長）
20日（土）　  第14回伊是名漁協ハーリー大会
23日（火）　  令和8年 第57回伊是名村戦没者慰霊

祭  伊是名村 「慰霊塔」

25日（木）　  令和8年度 第74回伊是名漁業協同
組合通常総会（議長）

27日（土）　  幼・小合同運動会（議長・副議長）
29日（月）　  2026伊是名村青少年育成支援チャリ

ティーゴルフ大会（沖縄カントリーク
ラブ） 議員チーム1パーティー参加

令和8年7月

1日（水）　  �地元産品奨励月間に伴う「地元産品
優先使用の要請活動」（議長・副議長）

	  �第76回北部地区「社会を明るくする
運動」伊是名村出発式

　

8日（水）　  令和８年度北部市町村議会議長会
	 県外視察研修（～7月12日（日））（議

長・局長）
13日（月）　  第3回臨時会
15日（水）　  令和8年度奄美・やんばる広域圏交流

推進協議会総会・交流会（議長）
18日（土）　  チヂン園 創立35周年記念式典・祝賀会
21日（火）　  2026年県産品奨励月間 県産品優先

使用の要請行動（副議長）
27日（月）　  北部広域市町村圏事務組合議会
	 第68回定例会（議長）

令和8年8月

10日（月）　  広報委員会
12日（水）　  令和8年度北部振興会総会（議長）
14日（金）　  北部市町村議会議長会第2回定例総

会（議長）
15日（土）　  第27回いぜな尚円王まつり（～8月

16日（日））
18日（火）　  第3回定例会

令和8年    第 3 回伊是名村議会臨時会 結果一覧
令和 8年第3回伊是名村議会臨時会は、7月13日（月）の1日間で開催された。
本臨時会に提案された議案は4件、うち報告2件です。結果は次の通りです。

議案番号 件　　　名 議案等の内容 審議結果

報告第3号
令和 7年度伊是名村簡易水道事業会計
予算繰越計算書の報告について

令和 7年度伊是名村簡易水道事業会計にお
ける2事業の繰越要因とその計算書の報告 報告

報告第4号
令和7年度伊是名村農業集落排水事業会
計予算繰越計算書の報告について

令和7年度伊是名村農業集落排水事業会計に
おける1事業の繰越要因とその計算書の報告 報告

議案第55号
令和 8年度伊是名村一般会計補正予算
（第2号）

14,435千円追加し、歳入歳出それぞれ
3,913,162千円とする。 原案可決

議案第56号
令和 8年度伊是名村簡易水道事業会計
補正予算（第2号）

（収益的収入及び支出）
簡易水道事業収益 9,968 千円追加し、合計
160,105千円とする。
簡易水道事業費用 9,968 千円追加し、合計
102,983千円とする。

原案可決
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令和 8 年度  全国町村議長・副議長研修会

日本全国市区町村 1,741 自治体のうち

町村 926 箇所からの正副議長約 2 千名が

集い、5 月 26 日東京国際フォーラムにお

いて研修会が開催された。沖縄県から正副

議長 61 名が参加した。

はじめに「地方創生の先行き地域未来戦

略とともに」と題して、一般財団法人 地

域活性化センター理事長、林崎理氏による

講話で、日本の人口減少と東京一極集中に

歯止めをかけそれぞれの地域が独自の魅力

を活かして自律的かつ持続的な社会を創り

出すための国家プロジェクトについてであ

る。東京一極集中は依然として続き、国の

人口減少も続いている。地方移住は一部の

地方自治体の人口が増えている現象とのこ

とである。しかし、ここ 10 年の取り組み

で様々な好事例もうまれているとの紹介等

であった。

次に東海大学教授、万城目正雄氏による

「人口減少社会における外国人材の確保・

育成の実践」と題しての講話である。日本

にいる外国人労働者は増加している。国籍

別にみるとアジアが最も多い。我が国の人

手不足による人材の育成・確保を目的とす

る育成制度 ( 令和 9 年運用開始 ) について

の主な内容であった。

また、「男女共同参画で地域を元気に～

人口減少を生き抜く方策～」と題して京都

女子大学長の竹安栄子氏の講話が行われた。

特に地方議員のなり手不足による危機と

して議会活動への住民の無関心、行政の政

策競争の欠如、地方自治の弱体化を挙げて

いた。さらに女性議員のなり手に立ちはだ

かる壁として性別役割の壁、家族親族の壁、

男性優位の文化的社会的構造を挙げ、その

壁を乗り越えた女性だけが立候補出来る現

状であるとの調査報告である。

各地域で女性議員を増やすには、議会が

取り組むべきこと、町村全体で取り込むべ

きことについて強調されていた。

さらに議会が取り組んだ成功事例とし

て、宮城県蔵王町議会が取り組んだ事をあ

げ、町内の女性に一般質問を体験しても

らう「女性模擬議会」を開催したところ、

30 代から 70 代の 7 名の女性模擬議員が

女性模擬議会を体験したことで、翌年の蔵

王町議員選挙 ( 定数 13 名 ) で初の女性議

員 3 名の誕生に繋がったことの報告があ

り、その 3 名の女性議員が舞台に登壇して

紹介され、それぞれの体験が発表された。

今回の各研修は各町村議会が参考にでき

るものと大いに期待のもてる、大変意義あ

る研修会であった。

以上、報告と致します。

東京国際フォーラムにて 研修中の様子

議長　潮平　そのみ　 副議長　伊礼　正徳
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Q1 �伊是名小学校の校門に関する
　　 文化財指定について

Q2 �二宮金次郎像に関する
　　 文化財指定について
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新
設
し
た
も
の
の
、
表
層
を
含
め
旧

来
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
門
柱

が
文
化
財
指
定
の
要
件
に
該
当
す
る

か
は
、
教
育
委
員
会
が
経
緯
や
資
料

を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
文
化
財

保
護
審
議
委
員
会
に
諮
っ
た
上
で
判

断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

A 

照
屋 

巧 

教
育
長

　
　

 

修
復
の
範
囲
や
歴
史
的
、

教
育
的
価
値
に
つ
い
て
十
分
な
情

報
収
集
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
島
を
離
れ
た
方
々
の
懐
か
し

い
原
風
景
へ
の
思
い
も
考
慮
し
、

設
計
者
や
建
設
当
時
の
資
料
、
復

元
の
経
緯
を
改
め
て
詳
し
く
調

べ
、
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
に

か
け
て
み
ま
す
。

A 

東
江 

隆
路 

教
育
振
興
課
長

　
　

 

旧
門
柱
は
重
機
で
吊
り
上
げ

た
際
に
崩
れ
、
復
元
不
可
能
と
な
っ

た
た
め
、
現
在
の
門
柱
は
令
和
４

年
度
に
元
の
門
柱
を
型
取
り
し
、

一
か
ら
新
設
し
た
も
の
で
す
。

Q2 

東
江 

清
和 

議
員

　
　

 

二
宮
金
次
郎
像
は
、
学
校

の
卒
業
写
真
に
も
残
り
、
多
く
の

村
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

建
立
か
ら
約
90
年
が
経
過
し
、
戦

時
中
の
金
属
供
出
に
よ
っ
て
当
初

の
像
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
像
へ
変

わ
っ
た
と
さ
れ
、
手
の
破
損
な
ど

を
二
度
修
復
し
な
が
ら
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
県
内
に
指
定
例

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
伊
是
名
村

が
先
駆
け
て
文
化
財
に
指
定
し
、

勤
勉
、
倹
約
、
報
徳
の
精
神
と
寄

贈
者
の
思
い
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝

え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

A 

照
屋 

巧 

教
育
長

　
　

 

調
査
し
た
範
囲
で
は
、
全

国
に
台
座
が
登
録
有
形
文
化
財
と

な
っ
た
例
や
、
文
化
遺
産
オ
ン
ラ

イ
ン
へ
の
登
録
、
歴
史
資
料
と
し

て
扱
わ
れ
る
例
は
あ
る
が
、
像
そ

の
も
の
の
指
定
事
例
は
確
認
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
島
を
離
れ

た
有
志
が
故
郷
と
子
ど
も
た
ち
を

思
い
、
勉
学
、
節
約
、
勤
労
、
社

会
へ
の
恩
返
し
を
願
っ
て
寄
贈
し

た
経
緯
に
は
、
歴
史
的
、
教
育
的

価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
度
の
修
復
を
経
て
現
在
も
学
校

の
正
門
に
立
つ
経
緯
を
含
め
て
資

料
を
集
め
、
文
化
財
保
護
審
議
委

員
会
に
諮
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q 

東
江 

清
和 

議
員

　
　

 

校
門
と
二
宮
金
次
郎
像
は
、

島
を
離
れ
た
卒
業
生
が
帰
郷
し
た
際

に
、
当
時
を
思
い
出
す
大
切
な
景
観

で
す
。
古
い
も
の
を
新
し
く
す
る
だ

け
で
な
く
、
価
値
あ
る
も
の
を
文
化

遺
産
と
し
て
積
極
的
に
残
す
姿
勢
が

必
要
で
す
。
両
者
に
つ
い
て
詳
し
く

調
査
し
、
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会

で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

東
あがり

江
え

　清
きよかず

和 議員

伊是名村議会だより 6
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Q 

上
原 

長
良 

議
員

　
　

 

Ｊ
Ａ
伊
是
名
支
店
堆
肥
セ

ン
タ
ー
は
平
成
８
年
の
設
置
か
ら

約
30
年
が
経
過
し
、
施
設
内
の
機

器
に
経
年
劣
化
に
よ
る
不
具
合
が

生
じ
て
い
ま
す
。
特
に
堆
肥
製
造

の
心
臓
部
で
あ
る
撹
拌
機
が
数
年

前
か
ら
故
障
し
、
島
内
産
堆
肥
の

製
造
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の

で
、
補
助
金
等
を
活
用
し
て
機
器

を
整
備
す
る
こ
と
は
可
能
か
伺
い

ま
す
。

A 
奥
間 
守 

村
長

　
　

 

同
セ
ン
タ
ー
は
当
時
の
伊

是
名
村
農
業
協
同
組
合
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
整
備
し
た
施
設
で
、

修
繕
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
撹
拌
機
は
令
和

元
年
頃
か
ら
使
用
不
能
で
あ
る
こ

と
を
把
握
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
Ｊ
Ａ
か
ら
村
へ
の
整
備
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
。
活
用
で
き
る
補

助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
る
も
の

の
、
施
設
は
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
所

有
で
あ
り
、
ま
ず
は
Ｊ
Ａ
で
検
討

す
べ
き
事
案
と
考
え
ま
す
が
、
早

期
に
修
繕
さ
れ
、
畜
産
農
家
か
ら

の
原
料
回
収
と
農
家
へ
の
堆
肥
供

給
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

Q 

上
原 

長
良 

議
員

　
　

 

今
後
Ｊ
Ａ
か
ら
要
望
が
あ

り
、
協
議
が
行
わ
れ
た
場
合
、
補

助
金
を
活
用
し
て
機
器
を
整
備
す

る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

A 

濱
里 

篤 

農
林
水
産
課
長

　
　

 

現
在
、
活
用
を
検
討
で
き

る
複
数
の
公
募
事
業
を
把
握
し
て

い
ま
す
。
以
前
の
風
乾
施
設
整
備

で
は
Ｊ
Ａ
が
事
業
主
体
と
な
り
、

村
が
間
接
補
助
の
形
で
支
援
し
た

実
績
が
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
か

ら
正
式
な
要
望
が
あ
れ
ば
、
村
が

補
助
制
度
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
、

協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
可
能

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

上
原 

長
良 

議
員

　
　

 

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
を

活
用
し
た
伊
是
名
村
土
づ
く
り
支

援
事
業
は
、
平
成
24
年
度
の
開
始

か
ら
14
年
間
で
堆
肥
約
２
万
８
千

ト
ン
、
事
業
費
約
４
億
４
，

３
０
０
万
円
を
投
じ
、
さ
と
う
き

び
生
産
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
、
島
外
か

ら
の
堆
肥
導
入
量
が
従
来
の
２
千

ト
ン
か
ら
１
千
ト
ン
に
半
減
し
た

理
由
を
伺
い
ま
す
。

A 

濱
里 

篤 

農
林
水
産
課
長

　
　

 

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度

ま
で
、
実
際
の
配
布
量
は
毎
年
約

２
千
ト
ン
で
し
た
。
村
内
で
１
千

ト
ン
を
製
造
で
き
る
と
の
前
提
か

ら
、
令
和
８
年
度
は
村
内
産
１
千

ト
ン
と
一
括
交
付
金
に
よ
る
島
外

産
１
千
ト
ン
を
合
わ
せ
、
計
２
千

ト
ン
を
配
布
す
る
計
画
で
す
。

Q 

上
原 

長
良 

議
員

　
　

 

前
年
度
ま
で
は
島
内
産

１
千
ト
ン
と
島
外
か
ら
の
導
入

２
千
ト
ン
を
合
わ
せ
、
計
３
千
ト

ン
を
確
保
す
る
計
画
で
し
た
が
、

令
和
５
年
度
以
降
は
島
内
産
が
製

造
で
き
ず
、
実
際
の
散
布
量
は
島

外
産
２
千
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。現
状
で
は
撹
拌
機
が
動
か
ず
、

島
内
産
堆
肥
を
１
千
ト
ン
製
造
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
撹
拌
機
を
整
備

し
て
島
内
産
１
千
ト
ン
を
製
造
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
島
外
か
ら

の
導
入
を
従
来
ど
お
り
２
千
ト
ン

と
し
、
合
計
３
千
ト
ン
を
確
保
で

き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

A 

濱
里 

篤 

農
林
水
産
課
長

　
　

 

近
年
の
実
績
は
配
布
担
当

者
が
１
人
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、

年
間
約
２
千
ト
ン
の
配
布
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
撹
拌

機
の
電
気
系
統
を
含
む
修
理
を
検

討
し
、
見
積
り
を
依
頼
し
て
い
ま

す
が
、
補
助
事
業
化
に
は
計
画
か

ら
実
施
ま
で
約
２
年
を
要
し
、
そ

こ
ま
で
待
て
な
い
事
情
も
あ
る
た

め
、
見
積
り
取
得
後
に
Ｊ
Ａ
畜
産

部
と
協
議
す
る
予
定
と
聞
い
て
い

ま
す
。
早
期
に
改
修
し
、
村
内
産

堆
肥
１
千
ト
ン
の
製
造
を
開
始
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

上
原 

長
良 

議
員

　
　

 

第
５
次
伊
是
名
村
総
合
計

画
に
は
、
老
朽
化
し
た
農
業
施
設

の
更
新
と
長
寿
命
化
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
農
薬
、
化
学
肥
料
な

ど
生
産
資
材
が
高
騰
し
、
肥
料
価

格
も
10
年
前
の
約
２
，２
０
０
円

か
ら
約
３
，５
０
０
円
に
上
が
る

中
、
農
家
は
堆
肥
導
入
事
業
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
従

来
の
植
替
え
や
更
新
時
だ
け
で
な

く
、
現
在
は
株
出
し
に
も
積
極
的

に
堆
肥
を
施
し
、
高
価
な
化
学
肥

料
の
使
用
を
抑
え
な
が
ら
、
土
づ

く
り
と
さ
と
う
き
び
の
増
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
、
村
と
Ｊ
Ａ

が
連
携
し
て
撹
拌
機
等
の
整
備
を

早
急
に
進
め
、
島
内
産
堆
肥
１
千

ト
ン
の
製
造
体
制
を
整
え
る
と
と

も
に
、
島
外
産
堆
肥
の
導
入
量
も

確
保
し
、
農
業
振
興
に
欠
か
せ
な

い
土
づ
く
り
支
援
事
業
を
今
後
も

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

上
うえはら

原　長
ちょうりょう

良 議員

Q ＪＡ伊是名支店
　  堆肥センターの
　  機器の整備について

堆肥センター内の撹拌機
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北部市町村議会議長会
県外視察研修に参加して　

令和 8 年度

議長　潮平　そのみ

　

令
和
８
年
７
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
（
２
泊
３
日
）
の
日
程
で
、
北
部

市
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
県

外
視
察
研
修
に
参
加
し
て
参
り
ま
し

た
。
視
察
場
所
は
、
横
浜
市
下
水
道

河
川
局
北
部
汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ
ー

（
横
浜
市
）、
松
本
市
公
設
地
方
卸
売

市
場
及
び
地
球
の
恵
み
フ
ァ
ー
ム
松

本
（
長
野
県
）
の
３
施
設
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

⑴ 

横
浜
市
下
水
道
河
川
局
北
部

　

 

汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ
ー

　
（
７
月
８
日
）

① 

下
水
再
生
リ
ン
回
収
事
業
及
び

　 

肥
料
化
の
取
組

　

横
浜
市
で
は
、
国
土
交
通
省
が
実

施
し
て
い
る
下
水
道
革
新
的
技
術
実

証
事
業
（
Ｂ

−

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
の
一
環
と
し
て
、
市
と
月
島

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ア
ク
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（
株
）
と
共
同
で
、
市
内
の
５
処
理
場

か
ら
配
管
を
通
し
て
送
ら
れ
て
く
る

下
水
汚
泥
か
ら
リ
ン
を
回
収
す
る
実

証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
汚
泥

を
処
理
す
る
過
程
で
発
生
す
る
脱
水

ろ
液
に
水
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
注

入
し
、
脱
水
ろ
液
中
の
リ
ン
を
肥
料

⑵ 

松
本
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
（
７
月
９
日
）

　

松
本
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、
敷

地
面
積
約
１
２
０
，１
５
２
㎡
、
建
物

面
積
５
０
，３
９
２
㎡
で
平
成
元
年
10

月
に
松
本
市
（
松
本
市
長
）
に
よ
っ

て
開
設
さ
れ
、
松
本
市
場
管
理
株
式

会
社
が
指
定
管
理
者
と
な
り
運
営
さ

れ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
の
取
扱
高

原
料
と
し
て
利
用
可
能
な
結
晶
化
し

た
リ
ン
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
を
回
収
す
る
も
の
で
あ
る
。
回

収
さ
れ
た
再
生
リ
ン
は
横
浜
生
ま
れ

の
「
は
ま
巡
リ
ン
」（
横
浜
市
民
の
資

源
（
汚
泥
）
か
ら
生
ま
れ
た
再
生
「
巡

る
」
リ
ン
）
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
れ

を
配
合
し
た
肥
料
の
製
品
開
発
・
製

造
や
市
内
を
中
心
と
し
た
流
通
等
の

利
用
促
進
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
全
農
か
な

が
わ
（
製
造
）、
Ｊ
Ａ
横
浜
（
販
売
）

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
持
続
可
能
な
農

業
と
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢

献
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
本
村
の
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
か
ら
で
る
処
理
水
に

つ
い
て
は
、
か
ん
が
い
用
水
と
し
て

再
利
用
さ
れ
て
お
り
資
源
の
循
環
が

行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

② 

下
水
道
資
源
を
活
用
し
た

　 

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
事
業

　

循
環
型
社
会
構
築
へ
の
貢
献
と
農

業
の
ス
マ
ー
ト
化
に
向
け
、
同
施
設

内
の
農
業
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
ス
マ
ー

ト
農
業
機
器
に
よ
り
温
湿
度
等
を
制

御
し
た
環
境
下
で
、
下
水
再
生
水
や

下
水
熱
等
の
下
水
道
資
源
を
活
用
し

た
栽
培
実
証
を
行
っ
て
い
た
。
取
組

内
容
と
し
て
は
、
二
酸
化
炭
素
の
有

効
活
用
、
機
器
に
よ
る
遠
隔
で
の
生

育
管
理
の
実
証
、
そ
の
普
及
に
向
け

た
効
果
検
証
、
農
家
等
に
向
け
た
研

修
を
行
う
ほ
か
、
見
学
会
等
で
あ
っ

た
。

　

横
浜
市
は
、
大
都
市
で
あ
り
な
が

ら
多
く
の
農
地
が
あ
り
、
米
、
野
菜
、

果
樹
、
花
き
、
畜
産
な
ど
多
彩
な
農

業
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
小
規
模
で

担
い
手
不
足
、
高
齢
化
の
課
題
が
あ

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
作
業
の
省
力

化
や
生
産
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
の
技
術
確
立
及
び

普
及
が
急
務
で
あ
る
よ
う
だ
。
今
後

の
展
開
に
期
待
し
た
い
。

北部汚泥資源化センター

研修中の様子

神奈川県

長野県

山梨県

松本市

横浜市
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は
約
３
７
１
億
円
（
青
果
２
１
３
億
、

水
産
物
・
食
肉
１
４
３
．９
億
、
花
き

１
４
．５
億
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
市
場
は
中
南
信
地
域
（
長
野
県

の
西
部
と
南
部
）
約
１
０
０
万
人

を
中
心
に
、
長
野
県
内
全
域
、
約

２
１
０
万
人
の
生
鮮
流
通
を
担
う
広

域
拠
点
市
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

⑶ 

地
球
の
恵
み
フ
ァ
ー
ム
・
松
本

　
（
７
月
９
日
）

　

長
野
県
松
本
市
に
あ
る
地
球
の
恵

み
フ
ァ
ー
ム
・
松
本
は
「
バ
イ
オ
マ

ス
ガ
ス
化
」「
メ
タ
ン
発
酵
」「
陸
上

養
殖
」「
農
業
ハ
ウ
ス
」
の
４
施
設
で

構
成
さ
れ
、
地
域
の
未
利
用
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
を
有
効
活
用
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源
に
変
換
し
、
熱
や
二
酸

化
炭
素
を
陸
上
養
殖
や
農
業
ハ
ウ
ス

な
ど
で
利
用
し
て
い
る
。
養
殖
排
水

を
農
業
ハ
ウ
ス
で
利
用
、
農
業
ハ
ウ

ス
の
廃
棄
物
を
メ
タ
ン
発
酵
施
設
の

原
料
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
排
出
物
を
施
設
内
で
利
活
用

す
る
な
ど
持
続
可
能
な
資
源
循
環
を

実
証
す
る
施
設
で
あ
っ
た
。

所
感

　

今
回
の
視
察
を
と
お
し
て
、
未
利

用
資
源
や
廃
棄
物
か
ら
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
獲
得
し
、
排
出
さ
れ
る
廃

棄
物
を
最
小
化
す
る
こ
と
や
、
貴
重

な
資
源
と
し
て
繰
り
返
し
利
用
す
る

事
は
自
然
へ
の
負
担
を
減
ら
し
環
境

に
優
し
く
持
続
可
能
な
仕
組
み
で
あ

る
と
強
く
実
感
し
た
視
察
研
修
で

あ
っ
た
。

地球の恵みファーム・松本にて

～自治の発展に尽力！
功労表彰される～
令和 8 年 2 月 24 日、沖縄県町村議会議

長会表彰規程に基づき、町村議会議員として

11 年以上在職し、議会活動等を通じ地方自

治の発展のために大きな役割を果たしたとい

うことで、潮平そのみ議長が沖縄県町村議会

議長会より表彰されました。誠におめでとう

ございます。今後のますますのご活躍に期待

がかかります。

任期満了に伴う伊是名村長及び議会議

員・沖縄県知事選挙が行われます。今後

4年間の村政・県政を決めていく大事な

一票です。ぜひ投票へ行きましょう !

1. 沖縄県知事選挙

	 期日前投票期間
	 8月28日（金）〜9月12日（土）

2. 伊是名村長・伊是名村議会議員選挙

	 期日前投票期間
	 9月9日（水）〜9月12日（土）

投票日  9 月13 日（日）
伊是名村産業支援センター

　　　午前 7 時～午後 8 時

明日につながる
あなたの一票

No.191 2026年 9月9
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キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹介
するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄県立辺土名高
等学校と沖縄県立北部農林高等学校に通うお二人です。

北
部
農
林
高
等
学
校（
3
年
生
）

比ひ

が嘉
　
絵え

り里
さ
ん

（
諸
見
）

辺
土
名
高
等
学
校（
3
年
生
）

名な

か嘉
　
鈴す

ず

菜な

さ
ん

（
仲
田
）

　

名
嘉
鈴
菜
さ
ん
は
島
で

自
然
に
触
れ
て
育
ち
、
動

物
も
好
き
だ
っ
た
た
め
、

生
き
物
や
海
、
自
然
を
学

べ
る
辺
土
名
高
校
の
自
然

環
境
科
に
魅
力
を
感
じ
て

入
学
し
ま
し
た
。

　

高
校
１
、２
年
生
は
寮

生
活
を
送
り
、
最
初
の
１

か
月
頃
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

も
あ
り
ま
し
た
が
、
３
年

生
か
ら
自
立
の
準
備
も
兼

ね
て
一
人
暮
ら
し
を
始
め

ま
し
た
。
家
事
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
な
が
ら
合
間
に

勉
強
し
、
興
味
を
持
っ
た

地
学
に
も
取
り
組
ん
だ
結

果
、
成
績
も
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
セ
ミ
や
カ

エ
ル
、
鳥
の
鳴
き
声
を
聞

き
分
け
る
テ
ス
ト
や
、
や

　

比
嘉
絵
里
さ
ん
は
中
学

校
の
担
任
や
同
級
生
と
文

化
祭
へ
行
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
北
部
農
林

高
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。

調
理
・
保
育
・
福
祉
コ
ー

ス
が
あ
り
、
子
ど
も
が
好

き
な
の
と
、
周
り
か
ら
の

薦
め
も
あ
り
、
保
育
コ
ー

ス
を
選
び
ま
し
た
。

　

祖
母
と
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
て
、　

入
学
当
初
は

あ
ま
り
知
り
合
い
が
い
な

い
の
で
不
安
で
し
た
が
、

共
通
の
友
人
を
通
し
て
交

流
が
広
が
り
、
１
学
期
中

に
は
慣
れ
ま
し
た
。
休
み

の
日
に
帰
る
と
、
末
の
弟

が
く
っ
つ
い
て
き
て
可
愛

い
の
で
、
帰
る
日
が
楽
し

み
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
で
は
新
入
生

ん
ば
る
の
固
有
種
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
部
活
動

も
積
極
的
で
、
サ
イ
エ
ン

ス
部
で
は
ヤ
ギ
や
犬
の
世

話
を
し
、
夜
の
山
で
ヤ
ン

バ
ル
ク
イ
ナ
や
ハ
ブ
を
探

す
観
察
活
動
や
研
究
発
表

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
番
組
の
高
校
生

交
換
留
学
企
画
で
東
京
を

訪
れ
、
メ
イ
ク
に
よ
っ
て

自
信
を
得
た
経
験
か
ら
、

人
に
笑
顔
と
自
信
を
与
え

ら
れ
る
美
容
の
仕
事
を
目

指
し
て
い
る
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
美
容
・
ブ
ラ

イ
ダ
ル
系
の
専
門
学
校
へ

進
学
し
て
幅
広
い
技
術
を

身
に
つ
け
、
将
来
は
島
に

戻
っ
て
店
を
開
き
、
お
世

話
に
な
っ
た
島
の
人
に
恩

返
し
を
し
て
、
頼
ら
れ
る

存
在
に
な
る
こ
と
が
目
標

で
す
。

　

後
輩
た
ち
に
は
、
何
事

も
諦
め
な
い
で
全
力
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
や
り
た

い
こ
と
は
、と
こ
と
ん
や
っ

て
ほ
し
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
く
れ
ま
し
た
。

歓
迎
会
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
３
年
連
続
校
内
１
位
に

な
っ
た
こ
と
が
思
い
出
で

す
。
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て

い
ま
す
が
、
海
外
の
お
客

様
が
多
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
は
な
い
英
語
で
の
や
り

取
り
で
意
思
疎
通
が
で
き

た
時
に
達
成
感
が
あ
り
、

苦
手
だ
っ
た
英
語
で
会
話

で
き
る
こ
と
に
成
長
を
感

じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

試
験
前
は
バ
イ
ト
を
休

み
勉
強
に
集
中
し
ま
す
が
、

学
習
を
重
ね
て
、
中
学
か

ら
の
保
育
士
へ
の
興
味
が
、

最
近
か
ら
明
確
な
将
来
の

目
標
へ
と
変
わ
り
、
資
格

取
得
に
励
み
、
折
り
紙
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
磨

い
て
保
育
士
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

島
を
離
れ
、
島
の
方
々

の
優
し
さ
と
支
え
を
改
め

て
実
感
し
感
謝
し
て
い
ま

す
。
後
輩
と
２
年
後
に
島

立
ち
を
控
え
る
妹
に
、
学

校
や
島
の
行
事
を
楽
し
み
、

今
あ
る
環
境
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い
と
伝
え
て
く
れ

ま
し
た
。

ザ・学生Ⅱ
vol.43

　村民の皆様こんにちは。私たち議
会も漁協ハーリー大会、交通安全運
動などに参加し頑張っています。

　今回のいぜなっ子 ザ・学生Ⅱでは、2人の学生が自分
の思いを話してくれました。今期広報委員一丸となって
誌面をわかりやすく読んでいただけるよう 4年間頑張っ
てまいりました。� 広報常任副委員長　伊禮 正隆

編集後記

広報委員会の様子
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